
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

参加者：65人 場所:学習研修室 1・2・3 

今年はヒロシマだけではなく、日本で G7が開催され 

たので、世界に目を向けようということで、海外の反戦 

映画の音楽やセリフを取り入れて朗読しました。教材から

削除された「はだしのゲン」も朗読し、これのどこに問題 

があって削除に至ったのかと、投げかけました。 

（参加者の感想）「臨場感溢れる 

朗読が素晴らしかったです」 

「広瀬さんの誇り、そして皆様 

の誇りを通して、原爆の実情が 

リアルに伝わってきました。 

はだしのゲンも圧巻でした」等。 

参加者：7人 場所：学習研修室 2 

 

 大阪、岡山から来られて、活動内容などを説明して 

くれました。8月 19日（土）の県社会福祉総合センター 

で相談に対応してくれるとのこと。解決策などをアドバ 

イスしてくれます。 

 9月は 16日（土）13:30～15:30に 

高松市生涯学習センター（片原町）で 

あります。来年 2月まで毎月 1回開催 

予定です。無料。事前に要予約。 

-３- 

 

 

 

◆9月 14日（木） 10：00～11：30 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 

 

◆9月 10日（日) 13：30～15：00 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約） 
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 毎年開催されている「高松市男女共同参画市民フェス

ティバル」が今年も開催されることになりました。 7月 22

日（土）に、「登録団体交流会」と「市民フェスティバル実

行委員会」が続けて開催され、フェスティバルの日程や

講演会の希望講師について話し合われました。 

 例年通り、講演会、ワークショップ、パネル展をすること

になりました。日程は、上記の通り、11月 18日（土）の

講演会でスタート！12月 3日（日）まで、ワークショップと

パネル展を開催します。 

 8月 26日（土）第 2回市民フェスティバル実行委員会

では、企画総務委員会で決まったフェスティバルのテー

マ「だれもが 自分らしく 暮らせる社会へ！」が発表さ

れました。講演会の講師は、服部雄一郎さん（翻訳家・

文筆家）に決まりました。 

服部さんは、バークレー、チェンナイ、京都を経て、高

知県の山のふもとに移り住み、妻と 3人の子どもととも

に、できるだけ自然に近いたのしい暮らしを志す方です。 

 

 

 

＜高松市・香川県の防災対策について知ろう！＞ 

  

 

 

 

「高松市防災合同庁舎（危機管理センタ―）高松防災プラザ

を知っていますか？」 

 たかまつ防災プラザでは、地域の皆様の防災力向上を目

的として、パネル展示や動画の放映、防災に関する講座の

開催など、4つのコーナーで様々な情報提供・啓発活動を

行っています。 

場所：高松市番町（高松市役所西側） 

「備えまいよ」コーナー 

70 インチのモニターを活用し、南海トラフ 

地震に関する動画の放映や、ぼうさいまち 

カフェ・市民を対象としたミニ講演会の開催 

等を行っています。 

「防災でっきょんな」コーナー 

災害時の物資の供給に関する応援協定を締結している 

西村ジョイ様の御協力をいただき、家具の転倒防止器具や 

非常持出袋等の展示を行っています。 

「BOUSITE（ボウサイト）」コーナー 

BOUSITE（ボウサイト）とは、「防災」と「サイト（拠点）」を合 

わせた造語で、時期等に合わせて、防災に関する様々なパ 

ネル展示を行っています。 

 

 

（１）「～やりぬく保護者の方へ～ 

   親子力 UPから人間力 UP 

―受け入れ、かかわり、そして変化へー」 

◆10月 7日（土） 10:00～11:45 

◆講 師：堀尾 光宣さん（子育て寄り添いアドバイザー） 

◆場 所：参画センター学習研修室 3  

◆参加費：無料 ◆託 児 あり、無料（要予約） 

（2）「香川吃音のつどい 

～吃音 世代ごとの向き合い方を考える～」 

◆10月 8日（日） 13:00～16:00 （12:30開場） 

◆講 師：岡部 健一さん（旭川荘南愛媛病院院長） 

◆場 所：参画センター学習研修室 1・2・3 

◆参加費：無料 ◆託 児 あり、無料（要予約） 

＊お問合せ・申込み先 参画センター （087-833-2282） 

 

 

◆9月 19日（土） 13：30～15：00 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

        参加者：5人   場所：学習研修室 1・2 

相談員：後藤見知子さん（臨床心理士・AKKかがわ代表） 
  
毎月 1回実施（土・日のいずれか） 

しています。仕事や家庭、友人関係、 
子育てなどの悩みを話し合ったりして 
います。 
予約しておけば、臨床心理士に 

個別に相談できるので、好評です。 
初めての方も一度来てみませんか。 

 

 

 

 

 

 

テーマ 「人間関係をよくする表現」 

◆9月 22日（金） 10：30～12：00 

講 師：仁賀 順子（キャリアコンサル 

タント・参画センター相談員 ） 

場 所：参画センター学習研修室 2  

参加費：無料  託児：あり、無料（要予約） 

 

     

 
 

 

 

 

 
      参加者：8人   場所：学習研修室 2 

7月に続き、手話の講座をしました。初めての方も 

いたので、自己紹介を指文字と手話で覚えました。 

それから香川県の地名を 20 ヶ所と都道府県も教えて 

もらいました。最後に「さんぽ」を皆で歌いながら手話 

を覚えました。 （参加者の感想） 

「初めての手話を詳しく学んだが、 

とてもわかりやすかった」「香川の 

地名を楽しく手話を学べて、良かっ 

たです」「地元の駅名の表現を知ら 

なかったので面白かった」等。 

 

 

 

 

 

著書に「サスティナブルに暮らしたい」「サスティナブルに

家を建てる」、また訳書に「ゼロ・ウエスト・ホーム」「プラス

ティック・フリー生活」などがあります。 

昨年の講師は三井マリ子さんで、女性の政治参加に

ついての講演会は、大盛況でした。今年度のテーマは、

また別の角度からの男女共同参画の話になりますの

で、大変楽しみです。ぜひ、ご参加ください。   

（お申し込み・お問合せ先） 

男女共同参画センター  TEL: 087－833－2282 

 
 （↓昨年の講演会の写真）  （↓昨年のパネル展の写真） 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

「ザ・リアル」コーナー 

CGにより作成した、南海トラフ地震による揺れや津波によ 

る浸水の状況をモニターで放送しているコーナーです。 

※施設見学の御予約については、実施日の 3か月前から

受付しています。 

 

過去の大規模地震においては、家具類の転倒などによって

多くの方が犠牲になりました。香川県地震・津波被害想定調

査報告書では、家具類の転倒・落下防止対策によって、死傷

者数を 4分の 1に軽減できるとの想定が示されています。 

できることから始めましょう！ 

 

「アプリ『香川防災ナビ』について」 

 香川県では、災害時における避難情報等を迅速かつ的確に

県民の皆様に提供するため、新たに『香川県防災ナビ』（防災

アプリ）を導入しました。このナビには、スマートフォンの持つ

位置情報を活用して、県民の皆様の適切な避難行動を支援

する諸機能があります。 

・ハザードマップ・避難所の地図表示機能 

・家族などの案老い確認機能 

などがありますので、ご活用ください。 

資料：高松市公式 HP・かがわ防災アプリ→ 
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